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1.1.1.1.　研究背景　研究背景　研究背景　研究背景　　土木工事の掘削では大量の土砂やスラリーが排出される。これらを効果的に処理することは環境保

全のために非常に重要である。脱水技術はこの目的で不可欠なものであるが、既存の脱水機では多くの時間と費用

がかかる上、スペースを大きく必要とするなどの問題がある。そこで、省スペース・短時間で効率良く処理できる新型

脱水機（ＭＯＲＩＳ）1)が考案された。本研究では、より高い脱水効果を求めて MORISの改良を行い、MORIS-2の開発

を行った。一連の実験により MORIS-2 の脱水特性を調べ、さらに粘性土に対しては室内遠心脱水機により遠心力の

圧縮性に及ぼす影響を別途検討した。

2.2.2.2.    新型脱水機（新型脱水機（新型脱水機（新型脱水機（MORIS-2MORIS-2MORIS-2MORIS-2））））

(1) MORIS-2の特徴

　MORIS-2は、構造が単純で、製

作費が安価, 小型・軽量で、車両

搭載が可能, 脱水槽内にゴム膜

が張られており、遠心力により自

在に伸縮,という特徴を有する。

(2) 脱水処理工程

① 所定の回転数に達した時点

で供給口から泥水を流し込む。

② 泥水は処理水と処理汚泥に

分離、処理水は遠心力により排水

口から排水される。（over flow）

③ 回転動力を切ると、ゴム膜は

徐々に形状を戻し、処理汚泥はゴム膜を滑り排出される。

(3)　実験結果および考察

　実験は、各試料の初期含水比を500%、脱水機の回転数を2000r.p.m.

とし、処理汚泥の含水比と処理水のＳＳを測定した。実験に用いた試

料は、珪砂 5 号、珪砂 8 号、山砂 A、山砂 B、笠岡粘土で、密度はそ

れぞれ 2.63, 2.62, 2.60, 2.56, 2.67で、粒径加積曲線を図 2に示す。

a)　処理汚泥の含水比変化

　図 3 に処理時間に対する処理汚泥の含水比変化を示す。いずれも

含水比にほとんど変化が見られないことから、処理汚泥は比較的短時

間で処理が可能だと言える。珪砂 8 号と笠岡粘土は他の試料に比べ

て相対的に脱水性は劣るという結果である。珪砂は処理された水が再

度砂に吸収されたため、笠岡粘土は粘土自身の脱水しにくさのためと

考えられる。

b)　処理水のＳＳ変化

　図 4 に処理時間による処理水のＳＳ変化を示す。笠岡粘土は相対的に処理効果が悪く、特に処理初期にオーバー
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図図図図 4444　処理水のＳＳ変化　処理水のＳＳ変化　処理水のＳＳ変化　処理水のＳＳ変化

図図図図 3333　処理汚泥の含水比変化　処理汚泥の含水比変化　処理汚泥の含水比変化　処理汚泥の含水比変化
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図図図図 2222　各試料の粒径加積曲線　各試料の粒径加積曲線　各試料の粒径加積曲線　各試料の粒径加積曲線
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図図図図 1111　新型脱水機　新型脱水機　新型脱水機　新型脱水機(MORIS-2)(MORIS-2)(MORIS-2)(MORIS-2)

泥水供給泥水供給泥水供給泥水供給

排水口排水口排水口排水口

ゴム膜ゴム膜ゴム膜ゴム膜

排土口排土口排土口排土口



フローした“処理”水は極めて悪い。そして、処理時間の影響もかなり見られる。また、笠岡粘土に凝集剤を加えた結

果、ＳＳに対する処理効果は非常に大きくなった。一般に、凝集剤の量は多いほどＳＳに対する効果は高くなる。

3.3.3.3.　室内遠心脱水機による実験　室内遠心脱水機による実験　室内遠心脱水機による実験　室内遠心脱水機による実験

(1) 試料の特性

　図5,表1に実験に用いた各試料の粒径加積曲線、特性を示す。

試料はいずれも粘土特性の強いベントナイトの一種である。

　　　　　　　　　　表表表表 1111　試料の特性　試料の特性　試料の特性　試料の特性

試料
密度

(g/cm3)

ＣＥＣ

(meq/100g)

膨潤力

(ml/2g)

A 2.415 73.1 17.5

B 2.422 103.0 13.5

(2) 実験結果および考察

　実験には、試験管 8個から成る卓上小型遠心脱水機を用いた。

なお、初期含水比 800%, 回転数 500, 1000, 1500, 2000, 2500,

3000 r.p.m., 処理時間 1，2，3 minで行った。

a)　処理汚泥の含水比変化

　この場合も含水比の処理時間による影響はほとんど見られず、

図 3の笠岡粘土と同様な傾向を示した。図 6に処理時間 2分のA

と Bの含水比変化を示す。ＣＥＣと膨潤力は共に値が大きくなるほ

ど含水比が大きくなるという傾向を示す。今回の実験において、B

の方が A よりも含水比が高くなったのは、含水比に与えるＣＥＣの

影響が大きかったためと考えられる。

b)　処理水のＳＳ変化

　図 7 に A のＳＳの変化を示す。ＳＳは回転数を大きくするほど減

少し、また、処理時間をかけるほど減少していることが分かる。ま

た、回転数に対するＳＳの減少の割合がほぼ一定になっており、

まだ減少する傾向にあるといえる。図 8に処理時間２分のＳＳ変化

を示す。2 つの試料の回転数に対するＳＳの減少傾向はほぼ等し

いことがわかる。また、A の値の方が高くなっているのは、微粒子

の含有率が B よりも高いためと思われる。

4.4.4.4.結論結論結論結論

a) ＭＯＲＩＳ-2 は処理汚泥・処理水いずれに対しても比較的短

時間で処理が可能であり脱水効率が良いと言えるが、粘土に

関しては比較的脱水効果は低い傾向にある。

b) 室内遠心脱水機では、処理水のＳＳは回転数を上げるほど処

理される傾向があるので、ＭＯＲＩＳ-2 においても回転数を上

げればＳＳの処理効果は改善されるものと考えられる。

c) 粘土は膨潤力やＣＥＣなどの特性があり、処理汚泥の含水比

にはこれらが大きく影響する。

d) 微粒子の含有率は、SS処理効果に大きく影響する。
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図図図図 7777　ベントナイト　ベントナイト　ベントナイト　ベントナイト AAAAのＳＳ変化のＳＳ変化のＳＳ変化のＳＳ変化

図図図図 6666　処理時間　処理時間　処理時間　処理時間 2222分の含水比変化分の含水比変化分の含水比変化分の含水比変化

図図図図 8888　処理時間　処理時間　処理時間　処理時間 2222分の分の分の分の SSSSSSSS変化変化変化変化

図図図図 5555　試料の粒径加積曲線　試料の粒径加積曲線　試料の粒径加積曲線　試料の粒径加積曲線
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